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　みきゃんが描かれたジャンボタクシー、「みきゃん号」
の出発式が７月 24 日、ＪＲ内子駅前広場で開かれまし
た。集まった子どもたちが、風船を飛ばして「みきゃん
号」の出発を祝いました。
　みきゃん号は 500 円でＪＲ内子駅や町並駐車場など、
町内各所を巡ることができます。11月20日までの土・日、
祝日に、１日９便が運行します。

「みきゃん号」で内子町を巡ろう
出発式にたくさんの子どもたち

40年間積み重ねた剣道の歴史
内子剣友会が記念大会を開催

　「内子剣友会40周年記念剣道大会」（同実行委員会主催、
大塚生

い く お

男大会長）が７月24日、内子スポーツセンターで開
かれました。同会の設立者でもある大塚さんは「指導者や
保護者の皆さんのおかげで、輝かしい成績と歴史を積み
重ねている。記念大会を盛大に開催でき、皆さんに感謝
したい」とあいさつ。大会は小学生高学年の部で五十崎
剣友会、低学年の部で内子剣友会が優勝を飾りました。

　恒例の「うちこ夏まつり」（同実行委員会主催）は７月
９日、内子町本町商店街で開かれました。江戸時代から
続く「造り物」を目玉に、花火や防犯パレード、子ども
たちに人気の「逃走イベント」などが開かれ、多くの人
でにぎわいました。「造り物コンテスト」では、Ｈ
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Ｓ

ス テ ー ジ

ＴＡＧＥいまみやが金賞を初受賞。髪の毛で描いた「龍
と鳳凰」で来場者を驚かせていました。

夏の商店街をにぎわす伝統行事

「うちこ夏まつり」

　かかし作りコンテスト（泉谷地区棚田を守る会主催、
上岡満

み つ え

榮会長）が７月３日、御祓地区泉谷の棚田で開か
れました。棚田オーナーなど 10 組が参加し、「田んぼの
守り神」をテーマにした個性豊かなかかしを作りました。
２週間前から準備をしたという三瀬裕

ひろあき

明さん夫妻＝松山
市＝は「テーマを聞いて、上岡会長がすぐに思い浮かん
だ。似ているでしょ」と出来栄えに満足そうでした。

泉谷の棚田を守る仲間たち――
個性豊かな手作りかかしがズラリ

たくさんの子どもたちが「みきゃん号」の出発を見送る

低学年の部で優勝し、表彰される内子剣友会の皆さん

100人の子どもが参加した「逃走イベント」

完成した「田んぼの守り神」が次々と並べられた

きれいな水面に映る子どもたちの笑顔

「元気わくわく川まつり2016」

　小田川を学んで遊ぶ「元気わくわく川まつり 2016」（同
実行委員会主催、上石富

とみかず

一実行委員長）は７月 17 日、
五十崎自治センター前のミニ小田川で開かれました。
　各種団体やボランティアなど約 200 人が運営するイベ
ントで、約 1,000 人の親子連れなどが参加。子どもたち
はパックテストという器具を使った水質調査や、身近な
外来生物などを見て小田川の環境について学んだ後、ニ
ジマス釣りやペットボトルロケット飛ばしなどをして遊
びました。ひときわにぎわったウナギのつかみ捕りでは、
親たちも必死になって子どもを応援していました。
　上石実行委員長は「先月の河川の増水で、ミニ小田川
に土砂や流木がたまっていた。商工会や地元消防団、役
場などが協力して清掃したので、開催することができた。
感謝の気持ちでいっぱい。各ブースが趣向を凝らしたプ
ログラムを作って参加者を楽しませている。笑顔がたく
さん見られて良かった」と満足そうに話します。
　水と川に親しむ体験に、子どもたちは「ビチョビチョ
になった」とぬれた洋服をうれしそうに見せていました。

1_午前と午後の２回に分けて行われた「うなぎのつか
み捕り」。各回に150人が集まり、長蛇の列ができた　
2_ペットボトルで作ったロケットを飛ばす小学生。水
しぶきとロケットの飛距離に２度びっくり
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1_不動産屋（左）と「絶対、何かいるでしょう」と絶叫
する新郎。右側は衣装を着て観覧する町並保存会の皆
さん　2_大洲市から来た木村さん。それぞれが購入し
た商品を手に記念撮影

100年前を感じるイベントを同時開催
「内子時代祭」でにぎわう旧街道――

　えひめいやしの南予博のコアイベント「内子時代祭」
の「町並み演劇」（八日市護国地区町並保存会主催）と「六
日市ノミの市アンティークマーケット」（六日市時代遊び実
行委員会主催）が７月 17 日、八日市・護国の町並み保
存地区と六日市地区で開かれました。
　上芳我邸を舞台にした演劇・「町並み演劇」では、劇
団「オーガンス」の団員が物件を探す新婚夫婦と不動産
屋を演じました。観客はみんな上芳我邸にとりつく幽霊
という設定で、町並保存会の皆さんが 100 年前をイメー
ジした衣装を着て観覧。幽霊が見える不動産屋と見えな
い新婚夫婦の掛け合いで、観客を笑わせていました。
　まちの駅ＮＡＮＺＥ前の広場で開かれた、「六日市ノ
ミの市アンティークマーケット」では、古民具や古い着物
などを扱う内子町外の店が集まり、訪れた人は掘り出し
物を探していました。古い雑貨を目当てに訪れたという
木村紀

き く こ

久子さん＝大洲市＝は、「明治時代のおわんを買っ
た。味があって古風なところが好き」と買ったばかりの
商品をうれしそうに見せてくれました。
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